









































































































































　本論では、宮地（2007）の “環状島モデル” における環状島の上に‘雲’および幻想としての ‘山頂’ を配















　このような “富士山モデル” に依拠すれば、“環状島モデル” における “内海” や “内斜面” は存在しな
いことになる。 “富士山モデル” は、“内海” の犠牲者や、沈黙あるいは不十分な表現しか持たない ‘内斜面’
にいるトラウマ既往者（被害者）に対する “盲点” を作り出す。“内海” の犠牲者は、もはや発言力を持た











いない ‘外斜面’ の者たちは、‘内斜面’ の者に対する持続的理解を放棄しがちになる。理解への持続的努















































　結局のところ、“富士山モデル” は、事実や実態としての“環状島モデル”の上部を隠蔽し、‘雲’ や ‘山頂’
といった幻想で上塗りしたものに過ぎない。とはいえ、愛やトラウマのわかりにくさ、伝達力の低さの
愛とトラウマ　〜社会問題の起源〜（小沢） 85
代替となる ‘わかりやすさ’ を提示しているために、大きな伝達力を持っているだけである。したがって、
まずは、‘雲’ をかきわけて事実や実態を知るための知識やスキルを教え、学ぶことが重要である。ただし、
一個人の能力で得られる知識やスキルには限界がある。それでも自分やあるいは周囲の他者が、擬似二重
レンズによる強迫的で合理化された攻撃性のはけ口を乳幼児やマクロ・システムに求めることを止めてい
かなければならない。そのためには、個々人が、世界が富士山のようにわかりやすく美しいものではない
ことを受け止め、無知の領域を意識し続けることが重要であると考えられる。さらには、愛とトラウマを、
間違いを恐れずに自ら表現し続けたり、他者の未分化な表現に対して耳を傾け続けたりすることが人間と
人間社会を苦しめるトラウマを学びの契機としていくために大切であろう。
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